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トソツ．バロック劇場序説
一木　方　．博　士　へ一
心　川　．正　己
　16世紀，17世紀ほ」ヨーロッパ」般に異常なばかりに演劇的エネルギーの充
満し・た時期であると言える。一応中世の宗教演劇の否定のうえにあふれたそ
の一ような演劇的エネルギーは，それ以後現代に到るヨーロッパーの各国の広い
意味での近代劇を決定したという意味で重要である・イギリスのShakespe・
areを頂天とするエリザベス王朝の劇，Ca1der6n，．Lope　de　Vムga．を輩出し
たイ々インの黄金時代の劇，更にRacine，Co÷nei！1e，Mo1iさreによるフラン
ス古典主義劇等。一 ｻれ．らの作者の作品は現代に到るまで上演されている許り一
でなく二かられを生んだ国の演劇の核心として，その国の演劇の原動力とし」
て働きつづけている。燃しそのような立派な花・を咲かせた16，17世紀のヨー
七ツバの演劇エネルギーは必ずしもヨーロジパめすべての副と等しく働きか
けたわけではないようでぢる6そのエネルギーを受入れる各国の条件によっ
て，その結果も違うようである6例えばそのようなエネルギ」を最も早く開
花させるとともに，他の国々の開花の原動力・ともなったイタリ．アのこの時期
の演劇を考えてみれば，歴史的な役割を果したたヶで，遂に世界劇場のレバ
ー一g．リイにまで達することは出来なかった。当時ヨーロッパ諸国に大きな影
響を与えたGiraldi　Ciもthioの名を知るものは今は殆んどない。今イギリス
め演劇学者A11ardyce　Nico11・の『世界演劇（Wor1d　Drama）』（1949）によ
って，この時期の各国の条件と開花状況を簡単に見ると，先づイタリアの場
合，それ以後の世界の劇場様式を決定した額縁劇場を創りなが．ら，それが全
一く散在する君主社会に閉鎖的に専有されていたこと，更にその閉鎖された劇
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場で上演される劇が，人文主義学者に由来するところから窮屈な．アリストテ
レスの三統一H法早1」サこ東配さ㍗でいたために・溝鰍る時代g要求に応ずる
ことができなかったこと，膨滞だろ時代の要求は。ommediaとrudita（学者
劇）を見すてす，作者よりも役者の芝居である。ommedia　de1「arteにおも
むいたこと，このような各要素の分散がイタリア・ルネッサンス劇を失敗さ
せたようであ」る。．。（S．177f．）フランスg場合は，17世紀のその国家的繁栄と
その古典主義劇の開㌍は結びつけられるが，古典主義が採用された理由とし
ては，イタリアの場合のように一古典劇・のそ一 ﾆだ。ommedia　de11’arteをもな
がったこと，さりとてShakespeare，Mar1oweのような，或る意味で両者
の合体したようなロマン≠ック劇の見本もなく，・前時代のこの国の貧困にふ
さわしい古典主義をとらざるを得なかったようだ。（S二200f．，S．290f．）　イ
ギリス幸ともに最も素晴しい開花をしたと見なされるスペインの場合は，そ
の黄金時代演劇の繁栄の原因を，Shakespeareのロンドンの劇場と機能的
に類似したCorraIeS（中庭）に求める・このqorra1eSにおいて，時代の要．
求であるr見たい」が言葉＝科白と結びついて十二分に満たさ・れ．たのだ。
（S．208f．）イギリスの場合，逸早くなしとげられた国家統一，イギリス人が
前言己の三国民の上うにラテン民族でないだけに，古典主義の拘束に対して懐
疑的で・あり得たこと，（Shakespeare二派あ前に一握りの古典主義に憂身を
やつす一セネカの徒は霧散した），などがエリザベス王朝の演劇を開花させた
ようだ。（S．247f．）このように各国」の条件は違っていても，そこに他の時代に
は見られない演劇工．ネルギー．の充満は共通の現象として見られる。ドイツ17」．
世紀の代表的な，屡Shakesbeareと較べられる劇作家AndrさaGryphius
の作品は（その拝情詩をのぞいて）最早．現代においては，イタリ．アのCinthio
同様顧るものは稀だ。・であ・るからといってドイツだ・けが・この時期にヨーロ
ッパに充満した演劇エネルギーのそとにあったとは言えない。たまたまドイ
ツの条件がそ。のエネルギーを世界劇場のレバートリイまで結実させな一がった．
までである。’一般的に言われるように30年戦争（1618－1648）の荒廃はたしか
　　　　　　　　　　　　ドイツ・バロック劇場序説　　　　　　　　一　　87
に不結実の原因としては最たるものであろう。ヨー一 ﾋ・ツバ諸国に較べて，ド
イツはこの荒廃の故に，はるかに遅れて，即ち18世紀後半にはじめて開花結
実がおこなわれたとも一般に言われている。そめような一般論の批判は今は
さておくとして毛，．Lessing，Goethe，Schi11erの完成の正しい理解でも，
それ以前の睡酵の理解によって全くされるのではな一いか。例えば完成期の演
劇理論であるしessing　g『ハンブルク演劇論（HamburgischさDramatur
gie）』の論評対象はむしろ前世紀の醗酵時代に由来する作品である。
　この考察の発端は，近代劇とは何であるかということである。近代劇は
Ibsenから始まるというのが普通の常識である・然し若し私たちが近代劇
を，近代劇という先入観から離れて考えるときに，その発生をもっと遠く先
に求めざるを得ない」一般にヨニロッパの諸現象は中世にその源流を見出す
ものが多いことが，一近時考察者が近代という先入観から離れるに従って明か
にされつつあるようである。然し演劇に関しては，中世と近代は断絶してい
るようである。成程中世という一蛯ｫな貯水池に豊かにためられた物語の数々
ぽそのまま近代劇の題材として用い．ら祁ていることはいなみ．一がたい。就中
romance」ｪ近代劇の重要なTragi－comedyを生んだことは考察を要するこ
キであると思う。・それにしても中世演劇の本流であ予．ところの宗．教劇は，
Renaissa血。eあ人文主義拾頭，更に新1日両宗教当局からの禁止，（余りに宗
教的后事柄を俗化させた廉で）等によって，僅かにOberammergauの受
難劇の伝承等をのぞいて，全くヨーロッパの天地からその痕跡をたたれたよ
うである。いきおい，近代劇の発生は，・上述のように各国によって多少のず
れはあるにしても，近世の初頭にヨーロッパー投に充満したあの演劇エネル
ギーに求めなくてはならない。その名称については色々な論議はあるが，今
私はそれを仮りにBarock一Dと名附けよう。
　プロに17世紀の演劇，又はBarock演劇といっても，殊にドイツにおいて
は，抽象して一つの性格を言うには余り・にも様々．に・逢ろた現象に遭遇する。
ドイツ古典主義文学といえば、その含む様々な要素にもかかわらずGoethe，
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Shi11erに集注され，代表されるのと違って，17世紀ドイツ演劇は決して
Gryphiusに，或いは宜erzog　Heinrich　Ju1iusヤ。n－Br乞unschwgigに・
或いは。ジェスイットのJacob　Bidermannに集注，代表されてはいないで，
寧ろ一見異質ないくつかの本質的要素の集合体の観を呈する。私がこの研究
めために一つめ文献的根拠にしたWi11i　E16mming編纂占こなるDeutsche
Literatu士のBarock演一劇篇・は1）シュレジア芸術劇（Dassch1e；isc－e
Kunstdrama），2）教団劇（Das　Ordensdrama），3）巡業劇団の’劇（Das
Schaせspie1der市anderb趾me），4）ドイシ・バロック’??iDie　deutsche
Barockkomddie），5）オペラ（Die　Oper）一ﾉ分けられている。事実17世紀
のドイツに幸いて，それらのうちで他を排しそ一つを作表させることができ
ない五合に，夫々カま栄えためである。しかもそれらから共通性を引出すには，
それ亭は夫々由来からいっても，実体からいっても余りに異質である。1）と
4），即芦芸術的悲劇，喜劇はドロッパのルネッサン子の波に乗って生れた・
Martin　Obitz以来のギリシャ・1コニヤ古典劇た削った，謂わば一知識階．級
（申，北ドイツの中小宮廷につらなる官吏階級を中心とする）の劇であって，
爾後のドイツ演劇の主流を形成すべきものである。」一それに対して2）の教団劇
という’あは主として反宗教改芋の原動ヵたるIgnatius　Loyo1aの教団ジェス
イットめ演劇活動であって㌧一帝国の首都ウィニンを牙城として，Hab申urg
王朝の威勢と一 ﾆもに，Josef　Nムd1erの言葉をかりると，「そめレバートリイ
と劇技術は，世界帝国のすみずみからレバートリイと劇技術が取かわされる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃中心点セあり，それらが受取られ更に伝波される中心点であった」。　そして
その劇そのものは，根本舳Fは飽迄中世宗教劇の伝統をつぎなが一ら，（A．
Nico11の言葉，r中世秘蹟劇の国際的舞台の最後の遺物」），シェスイツート時
有の目的のためには手段を選ばず式に，当時の劇場機能を十分活用して，一
・オペラ花←だ§・…畔・i・・！（C・…1）一であった・S）の巡挙劇団の劇は
Shakes台eareに．代表されるエリザベス王朝の演劇ブーム（ちなみに1550年
、壬」G巳sohiohto　de1＝deutsohen　Literatur　S．160．
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から一 P600年間にイ・ギリ圭一。1こ存在した劇団の数は56を・下らないとのと・とであ
る）が派遣した英国喜劇中（㎞g1isch♀一Komδdian土en）の劇及びその影装下
に発生した劇を指すのであって，一言セいうならば英国劇そあもの．は飽迄
B1anck寸ersを中心としたCyzarzの謂う「言葉のバロ’ック（Wort－barok）」
であったのに対して，その言葉が通じないドイツにあっては，いきおい視覚
差中心とする。「視覚めバ1コック（Bi呈d・barock）」にならざるを得なかった。
更に英国劇の∵要率そある単化は言葉によらなくても容易に輸入す之ことが
そきたので・干れば完辛にドイツ化して・寧るこの竿の劇を特長ずけるもの
にすらなった。・なお本論叢第9巻第2号1と私が扱った『Wienの民衆劇』の
祖一 iosefAntonStranitzkyはこの巡業劇団の劇の歴史．に連なるものである。
5）のオペラは全く一イタ・リアのルネッサンスの産物であって，ユ594年の0ttavio
Rinuqciniの台本でPeriの音楽による最初の」オペラー『ダフネ（Dafne）』は
その意図においてはギリシャ悲劇め再生かねらわれていた二『ダフネ』は1627
年にドイツにおいてもOpitzの台本，Heinrich　Sch廿tzの音楽で作られた。
これは謂わば口火であって，RΦr査sentation去好むこの世紀は，Habsburg
王朝を中心に，その後半期は全くオペラに膨れあがり，オペラが他のあらゆ
る．演劇部門を駆逐したようだ。一
　更に同じ17世紀といっても，今述べたように，その後半期ぽオペラが全盛
であった一という五合に，これを一口に抽象することは困難そある。一3）の巡業
劇団をとってみてもこの世紀の間の消長には随分変化が見られ4団員編成
の上でも，始めは英国人だけであったが，その劇団の離散とともに次第にド
イツ人が補充され，幕合狂言（Zw1schenspie1）などは一ドイツ語で喋るよう
になり，遂にはドイツ人が主体にな一り，．完全にドイツ語劇となったようだ。
尤もドイツ人が主体となってもなお久しく英国喜劇団の呼称ぽ棄てなかった
らしいが。更に巡業劇団のレパートーDリイの変遷は，主として現在残らている
三つの脚本手によって窺うことがで払、即ち1620年と1924年の『英国の喜
劇と悲劇（EngIische　Comoedien　md　Tra室δdien）』とユ630年のr恋愛合戦
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一（Liebeskamp任）』と．ユ670年の『英国と7ランスρ喜劇団の舞台（Schaub舳ne
EngIi苧。her　und　Franz6sisch6r・Co卯δ中anten）』カ干それで，大まかに言って
も第一集はイギリスあ上リザベス王朝ρ劇で占められているの1苧対して，第
二集に至ると当時流行の牧歌劇（PastOra1e），．特にフランス牧歌劇の雰囲気
があふれている。（例えげTassoの》Aminta《）。第三集になると古いもの
に加えて，フランス古典劇（特にMo1iさre）があらわれてくる。例えば私が
哀たW．Greizenach編纂の『英国喜劇団の劇（Die　Schauspie1e　der　eng－
1ischen　Komδdianten）』におさめら一れている『徳と愛との戦．い』はもとも
とShakespeareの『お望み通り（As　you1ike　it）』に基ずく芝居である
が，16ブ7年め上演台本であるところから，Shakespeareが17世紀後半風に
改作されてある。ということは17世紀後半ヨーロッパを支配したオペラがこ
の作に加わっ一たということだ。即ち女主人公S；i11aは所々でアリアを歌い，．
更に第2幕第5場ではVenus，D1ana，Si1峰の完全な重唱になっている。こ
のことは芸術的劇に関しても同様であって，．私たちはBarockを開始させた
0pitzと世紀末のLo耳en苧teinやCh巾tia早Weise。を同．日に論じることは
できない。
　そのような種類，時期の相異する演劇から，共通のものを言咄すことは不
可能に近いことかも矢口れない。燃しながら同時にそのような種類の違う演劇
が一世紀叩に様々に交流←育ってし’る点もまた見の辛してはならないこと
だ。すぐ上で述べた巡業劇団の1677年の台本r徳と愛との戦い』のなかには
いりこんでいるオペラの痕跡を見てもわかることである。芸術的劇作家の代
表ともいうべきAndrea　Gryphius（1616－1664）について言ってもNad1er
　　　　　　　井．の叙述によれば，1626年にカ「れはG1ogauにおいて始めてジェスイット劇を
見ているしゴFraustadtで学校賞としてラランスのジェスイットNiko1aus
CaussimSの》Tragoediae　sacraと《．をもらっており．，Co11さge　C1erm0早t
の宮廷で大がかりなシェス」イ．ット劇を見・更に。一マで設備g完備したジェ
＊a．a．0．S．167fl
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スイット劇場を見て，劇作の心を動かされている。処女作『レオ・アルメニニ
ゥス（Leo　Armenius）』（1646）一はジェスイット劇によって生れた。更に喜
劇『ぺ一ター1ズク．ヴェンツ（Peter　Squenz）』（1648－1650）がDanie1
Schw6nter　lF拠るものであるかどうかはさ一でおいても，’これがS与ak鮒
peareの．『真夏の夜の夢（Amidsummer・night’sdream）』の反案であるこ1と
には変りなく，更にそのなかに英由喜劇団が生んだ道化役Picke1h註ring・が
登場していること，更にGrシphiusの1コーマ悲劇『パ弓ニアーヌス（Ae＾i－
1iusPau1usPa・inia・ザs）』（1659）を巡業劇団が巡業劇団らトく改作してそ
のレバートリイに入れていることなどを見れば，Gryphiusと巡業劇団と関
係がなかったとは言えない。更にFerdinand　IVの戴冠式のための歌劇『マ
ユーマ（Majuma）』（1653うはGryphiusのオペラ台本家（Librettist）と
しての手腕を示すものである。このようにひとりgryph兵usをとってみても，
ジ・エスイシト，巡業劇団，オペ・ラと関聯してく乱私の読み得た限りでは，
同じシュレジアの芸術派．の．Christian　Weiseの喜劇・r二一ダーランドの百
姓の不思議な芝居（Ein舳nder1iches　Schauspie1vom　nieder1餉dischen
Bauer）』（1689）もShakespeareの『じゃじゃ馬な．らし（丁阜e　Taming　of
the　Shrew）』の；nductionから，Barock」の一つの大切なテーマである
「人生は夢」という芝居をつくって．いる。交流のもう一例あげれば，『Wien
の民衆劇』で私は，Lessing以来の正劇に駆逐されたStranitzky，Prehムu－
ser，Kurz，Weiskem，Hafner，Raimund，Nestroyというウィーンの民衆
劇は，自一ロッパにおける唯一のBarock演劇の伝承であって，その形成に
は．このBarockの巡業劇団とジェスイット劇団と宮廷オペラがあづかってい
たと説明した。．つまりBarockのこれらの要素は決して遊離した存在ではな
くて，Iやがて南ドイツの，然もウィーンという．限られた地域ではあるが，渾
然と一つの生きた伝統（Barock二tradition）となつて存続するものだったの
だ。以上はほんの一例にすぎない。一 P7世紀の上述の様々な演劇形態の交流と
消長はもっと多くの研究がいるだろう。それだけではない。17世紀，更にド
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イツリミ1コック演劇の特性を言うためには，一見独立しているかに見える各
演劇形態の充分な個別研究が前提となろう。そのような個別研究には然し文
師的に非常な困難があ糺現在私が眼を通すことのできた文献は・あり得る
であろう文献からいえばごく僅かなものにすぎない。上述のWi11i　F1em－
ming編纂のバロック劇篇’5巻と，喩rschnerのDeutsche　Nationa1－
L三teraturにおさめられたBar6ck文献だけである。’との二種類の文献で，
例えばGryphiusなら，前者で．》Carde早io’undCe1ind《，》Pabinianus‘1
（『シレジア芸術劇』），と》H6rribi1icriわrifax《，》Ge1iebte　Domrose《（『ド
イツ・バロック喜劇』），更に》Majuma《（rオペラ』），後者で》Leo　Arme－
niusと，》Cardenio　und　Ce1inde《，》Peter　Squentz《，》Horribi1icribrifax《，
》Ge1iebte　Dornrose《（29巻『Gryphius作品集』）等を見ることができるが，
》Caro1us．Stuardus《（！649），参Katharina　von　Georgien《（1657），》Piastus《
は見ることはできない。更に上述の》Ge1ieb亡eDomrose《はシーユレジアの方
言がでてくるので理解がはばまれる。更に巡業劇団のレバートリイとなると，
上述の．r英国の喜劇と悲劇』，『恋愛合戦』等に含まれた多くの作品のなかか
一らほんの二端，即一ちF1emmingの方で》Niemand　md　Jemand《，》Papini・
anus《，》Der　Juden　von　Venetien《を，Kurschnerの方ではW．Creize－
nachによって編纂声れた第23巻『英甲喜劇団の劇』に収録されたもの，一
》T1tus　Andronicds《・亭Tugend＝md　Liebesstreit（Was．ih平wo11t）《，
》Der　bestrafte　Brudermord　oder　Prinz　Ham1et　aus　D餉emark《1》Tra－
gikomδdie《（romanceからつくられたもの），》Tragodievom　mzeitigen
Vorwitz《（Cervantesの」ドン・キ壬一テの第一部毒こある逸話e1curioso
impertinenteに基く）しか見ることができない。ギェスイット劇では，一
F1emmin箏は一巻とっているが，本来ジ。エスイット劇はテテン語で書かれ
ているので，S1mon　Rettenpacherの一》Innocenti　a　do1o　circumventa　seu
Dbmetrius《も有名なNico1aus　von　Avanciniの》Pieta　victrix《（Nad1er
はこう言っている，「これらの芸術（ジミスイット劇）の頂天をなすのはト
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リェントの人Nico1aus・Avancinius1612－16866r勝利者敬虞（Pietas
victrix）』1659で，Nico1ausは多くの劇作で一Dもって教団最大の作家の一人で
あった。この作品はキリスト教をめぐるコーンスクーイ子ンとマクロンチゥスと一
の間の決定戦をあつカ子っている。理性の諸概念と碑の諸勢力がここでは目に
見える人間として登場して，一語り行動する。攻囲と合戦，雲1手の．ってg出現，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＃太陽の車にのっ年ファエトン等舞台技術の驚く1べき仕事であっ・㌔」）も充分
読むことができ卒い・乍だ’1…り・id・m…の・9…d・・…だけ1千
Joachim　Meミ。he1の独訳によって読むこ。とができた。（．なおこのCenodoxus
については，FischerのHof㎞annstha1全集のpramen耳Vに，Hofman・．
nsthaIの反案の覚書が出てい孔若しこれが完成していたら，》Jedermam《，
》Das　Sa1zburger　GroBe　We1ttheater《一とともに中世的アレゴリー劇の三部
作となったことであろう。）オペラについてぽ，わ．ずかに台本を読んだだけ．
で，華麗なバロッ1N・オペラを想像することは困難である。文献的障害に加
わる言語的峰害として，上述のようなラナ．ン語及び喜劇と結びついた方言の
ほかに，更に当時のHochdeutschもまた一考察の対象となる．。以上のよう
にこの研究の上には数々の障害か重くのしかかっているので．あるから，この
障害は更に多くの個別研究によって排除されねばならない。ただそのような
個別研究とももに綜合研究も押しすすめられねばなら率い。綜合研究という
より芦・この文章の始めにか牟げたように・近代劇とは何か・その近代劇の発
足をなすあの16・17世紀のヨーロッパー般に充涛した演劇エネリギーの正体，
そしてあくまでそのようなヨニロッパー綾現象のなかにおいてとらえられる」
ドイツバロック演劇の意味。そうした綜合的狙いを失った個別硫究は展圭個
別研究のための個別研究として意味を失う，個別研究の裏ずけのない綜合研
究が空阻になるように。
Gryphiusの悲劇『パピニアーヌス』は，次のような主人公Papinianus
＊a．a．O．S．159
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のモノー’1コークで始まる。
Wer廿ber　a11e　steigt／und－von　der　sto1tzen　Hδh
D・…i・b・・一Eh・…埠・t・柳i…b工？・htd干・Pδ・・1g・h／
Wie　unter　ihm　ein　Reic削n1ichten　F1ammen　krache／
Wie　dort　der　Weue血S磁坤m；ich　ip　die　Fe1der血ache／
　Und－hier　der　Himmd　Zδ師mit　B胱z　md　Kra11verm1scbt
　In　Thurm　und，Tempe1強hr／und　seine　Sieges＝Zeich6n
　Sieht　hier　und　dort　ver§をhr盆nckt－mit　vie1ma1tausend　Leichen；
Hat　wo1（ich　geb　es－na銚）vie三〇ber　die　Gemein．
　（すべての者のうえに・のほ・り，豊かな名誉の
　　誇らかな高みカ）ら，賎民＝がたどたどしく歩く様を，また
　　足下で帝国が輝く一炎に燃える様を，また
　　かなたでは波濤が原野に・おそいかかり，
　　こなたでは大空の憤りが稲妻と雷鳴にまじり
　　塔や寺産をおそい，自ら三の勝利の徴しが・．
　　ここかしこで無数の屍と交るのを見るものは，
　　卑俗をこえて多くのもを二もつであろラ，一と私はみとむ
　　　　・）
　今までのドイツの劇詩はすべてドイツ古来の4揚音のKnitte1versで書か
れていたが，ここに私たちは新しく12音節6詩脚のA1exandrinerに出あ
う。Martin　Opitz以来のラテン・ブロソディをドイ。ツ語に導入しようとい
う努力の’あらわれである。因みにGrypiusのこの・劇詩はA1exandrinerの．
ほかに，一対話の部分にはStichomythieを，更に古代劇のChom§にあたる
Reyenを用いている一れは何もドイ㍗けのことでは亨い・叩印’
ては演劇的には宗教劇という点でインターナショナルであったヲーロッパの
ルネッサンス以後の努力はすべて，悲劇ならSeneca，喜劇ならTerentius
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と一P1autusを夫圭の一国語に生かすことであったと言一って一も過言で。はない。
ルネッサン亥以後どこの国においても，．そ一の国化されたSenecaが，その
国化されたTerentiusが必ず一時期において見られる。イタリアで言えは
Ariosto，Machiave11i，Cint軸。，」フーランスではJoOe11e，。Gr6vin，Gamier，
イギリスではThomas　Norton，Thomas　Sackvi11e等。モデルはただ単に
Seneca，Terentius，P1autusにとどまらず，更に上述の上うにその劇に用い一
られる芦葉，即ちプロソディにまで及んだわけ’である。然一し何と言っても千
デルと，・毛デルによる作品とは違う・AeneasをモデルにしたDanteの神
曲はAeneasと似ても似つかぬ・ものになった。大理石のように澄みきった古
典作品に対して，Crysarzの言葉をか＝りれば，r本質的にはまだ兵隊や商人，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　苦笑話家や格言家，デマゴーグや説教師の道具にすぎない」，美的彫琢など施さ
れたことも芦く放置されていた未圭の〒ヨLロッパめ国語は，古典作品をモデ
ルにして制作するとき，泥のようにその制作に抵抗す孔Wi11i　F1emming
はrシュレジア芸術劇一。の序誤で，Barock劇の本質を，内容が形式を消化
して象徴に化した古典主義劇に対照させて，・内容（魂）．と形式（物質）との
対立葛藤だとしている・。たしかにルネッサンスという新しい精神がラテン的
中世（E．R．Cuれius）と一いう古い形式で白已表現しようとするところに
　　　　　　　　　　　　　　　＃器Barockの．本質があると言えよう。国語という・抵抗する泥で，古典という大
理石の美を実現しようとする無理な努力もまたそのようなノ下ロックの本質に
連るものであろう。前時代のぴうたり合ったKnittelve平sでの宗教劇とも，更
・に葛藤を克服して象徴にまで消化した後の古典主義の劇（Goethe，SchiI1er）
とも違うGryphiusの上にかかげたモノローグの一端の恵一味するとこである。
　あのモノ・ローグはしかし更に私たちに別の意味をも教える・。即ち着なれ’な
いA1exandrinerをま・と一いな・がら，その精神は崇高Iである，余りにも崇高で
’＊H甑bert　Cys趾z：De11tsobe　Barookdichtung，1924，S．8
＊＊象徴に結晶した近代詩を，DanteやD㎝肥の詩をモデルにして現代詩を切り・ひ・らい走工
　S・Eliotの問題は，まさにこの逆を打つだ点において，このバ日ックの本質に遷るように思㌔
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ある。兄弟殺しであり，纂奪者である皇帝Bassianusに，自分の子供が殺
されてもなお屈せず，従容として義のために死んでゆくPapinianusは崇高
一である。
　EIn　unverzagt　Gemut　steht，wem　der　H1醐me1fa1It
　Und　steigt　in　U血terga㎎㎜d　trotz亡der　groBen　We1t．
　　（不屈の精神は，天が落ちてこ．ようが，ゆるがず
　　没落において高まり，全世界に抗する。）
　Papinianusにかぎらず，Bar㏄kの悲劇共通のこの自然さをこえた崇高
さ，」 ｫ格や運命から生れてくるのではなくて，ただもう崇高さのための崇高
さ。これはまた別の言葉で言えば，「大言壮言」で奉り，「身振りの大きさ」
でもあるが，この誰しもがバロックの特性と見なすものの秘密は一体何であ
ろうか。Nad1erはこう言っている，rフマニスト的学者たちの瞑想的生活は
・バロック的政治家や軍人の極度に緊張した行動力．に転ずる。行動の陶酔，高
い目標を目ざしてめ狩猟，激動的生活感覚などが表現を得ようと努め，自分
自身のモニュメシタールな比輸をつくる。しずめがたい享楽の喜びが人生の
とうとうと師れこんでくる陽光に身をさら一し，大きな身振りで流れだす。文
．学的にはバロック時代の人間は何よりも劇場において体験し，実現一された。
壮大で祝祭的な芸術の競争において同じように歩調のあわすことのできた創
造的言語の唯一の形式は，劇場において眼と耳のために実現された，実際生
活の力強い身振りであり，人間の体の壮大な態度であった・高度に様式化さ
れた祝意的身振り．こそ，そこからすべてのバτ・ック芸術がひき出されねばな
らぬ源である．。闘争と勝利と死，却罰と凱旋こそすべてのバロック芸術を動
かす根本感情である。そのことは俗界1とも宗教界にも区別なく通用する：」
これは一体新大陸に向うルネッサンス人のまとう衣と解すべきだろうか。
　バ1コック特有の崇高さについては，T．S．EHotの『ジェクスピアとセネ
カのストイシズム（Shakespeare　and．the　stoicism　of　Seneca）』（1927）は
＊目、a．O．・S．158
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私には大変暗示的に思われる。’ここでEliqtは既に言．われているMontaigne
のShakespearg，Machiave11iの・Shakespeareに加えて，新しくSeneCa
のShakespρareを言うのだ。そして0theI1o．一の最后の長いモノローグを引
いて，Shakespeareは．SenecaがらS61f也amatizationということを学ん
だのではないかと言二ているのだ。」rオセロが一このよ．うな科白をいうことに
おいて為していると思えることは自分を甘やかせているのだ。かれは現実か
ら逃れよう・としている，・かれはデズデモナのことを考えることを止めている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韮のだ，そして自分自身のことを考えているのだ。」．これはまさにバロ。ック悲
劇のあの崇高のための崇高，或いは大言壮語，或いは身振りの大きさ一を解く
一つの鐸ではないか。というのは悲劇の牢高を主人公のSe1トdramatiz阜tiOp
・と解すれば，逆にあの時代の喜劇が正し．く理解されるからである。矢牽バp
ック文学の一島蜂であるCervantesのドン・キホーテがその問題を呈出し
ている。ドン・キホーテの崇高な．Se1f－dramatizationは当時の民衆を充分
に笑わせた。つまり当時の喜劇のデつの欠くべからざる要素はこの悲劇一の崇
高を裏が．え．しにしたものであったのだ。一私の見た限りでも，英国喜劇団の影
響のもとに書いた耳grzogHeinrichJu1iusvo血Braunsghweig（1564－1613）
の『ヴ斗．ンチェンティウス・ラディスラづス（VincentiusLadis1aus）』及び
Gryphiusの『ホリビリクリブリファックス』はそρ要素をねらった喜劇であ
乱前者は自分のことをEd1er／Ehrnvester／Manha胱er　in兵riegs1e雌ten
und　andem　freyen．16b1ichen　K立nsten　wo1erfamer　weitberthせmbter
Ke㎞pffer　zu　RoBμnd’Fues／Gestrenger　Juncker　und　Her÷（高貴にして，
名誉ゆるぎなく勇敢で武芸百般に通じ，音に聞えた徒歩乗馬の戦士，厳格な
貴公子にして主人）とい一う長ったらしい呼称で召使に呼ばしている法螺吹き
武士が馬脚をあらわす喜劇である。後者はイタリアの。ommedia　de11’arte
の一つの道化のタイプCapitano　spavento」（法螺吹きのスペイン武士）一を思
わせるイタリア語を口癖にしている騎士Don　Horribi1icribrifaxと，ブラシ
＊Selected　耳ss…lys　p．130
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ス語を鴫にしている騎士…一・岬i・i・…m…i…。を道伽こした喜劇で
ある。そのほかにも私が読むことのできた世紀末のChristian　Reut♀rの喜
劇『プロシーネ・の主婦（die　Ehr1iche　Ffau加P1iBipe）』！1こおいても主人公
Sch1ampampe夫人の長男Sche1mu丘skyにおいて，最早一M伽。hhausen
化Iされているが，やはりそのような法螺吹きを見ることがで一きる。もうとも
Reuterともなれ・ば．，MoIiさre風な成上り者に対する諏刺が濃くなって．きて
いる。いずれにしてもVincentiu』Ladis1ausにしても，Horribi1icrribrifax
にしても，Se1｛一dramatiそationによって，崇高ぶったこと，特辛こド．ン・キホ
rテ同様・自分の武勇談を言うが，それが現実ばな一れ・のした法螺である点，
Shakespeareによって不朽ならしめられたFa1st雄の像・に一致する。偶然
読んだアメリカのDaniel　C，Doughnerと一いう人の一rルネッサンス喜劇に
。おける法螺吹き（The　Braggart　in　Renaissance　Comedy）』（1954）は，
FaIsta丘の原形を遠くギリシヤーあAristophanesから更にローマg　mi王es
g1oriosusに，更た上述の・com血ediad61rarteの・Capitano－Spavatoに，
更に」中岬Mi…1・．P呼、に・スペイン・フランスのRenaisSanse喜劇に
求めている。つまり私たちは一Fa1sta舐のタイプはいつの時代の喜劇の舞台
にも見るこ一と・ができるわけなのだ。ただ各時代のそのタイプを互に関係すけ
・ることは慎重を要することだし，私などの手に余ることである。私の場合は，
Danie1・C．Doughnbr＝のよ引F　Fa1ξta伍のタイプをそれぬ前のヨーロッノ下の
喜劇史のなか・に解消するので；はなく・て，特にバロックという特殊な時代を物
語る一再として，（そしてその一面一は崇高，金一りに崇高な悲劇と初一りはなせ
ない関係．に立ったの’だが）」。1ドン・キホーテ，ドイツ・バロック喜劇の法螺吹
き，Commedia」de11’arte　g　Capitano，Fa1sta舐・を一群のものとして考えた
いのだ。
　以上は所謂芸術的劇を通・してのバロック的持性の一考察である。イ。タ・リア
の場合でいえば，謂わば。ommedia　erudita（学者劇）であるbドイーツ，の場
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合，commedia6ruditaに対する所謂。ommedia　de11’arteもまた一つの重
要なバロック的特性を語るようだ。即ち芸術的劇が，17世紀に顕著な特性をあ
らわしたとはいえ，それは坤迄ルネッサンスの人主主義学者（Hu呼nisten）
による学校劇の伝統に連るもめであり，その限りにおいて，上演形態は素人
の劇であったのに対して，はっきり17世紀を一ﾁ長ずけるものとして職業劇団
の豊ｽ岬る・中世には・下賎の遊芸人を除いて存叶㍗った職業劇団の
発端は普通，前述のイタリアの。ommedia　de11’a士te（職業という意味にお
けるarte）に求められている。こあ。Ommedi乞de11’arte．が中世の遊芸人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半を経た古代口十マの俳優の変化したものであるかないかはさておき，更にヨ
ーロッパのイタリ・一ア以外で逸早く職業劇団．を育った諸国の，一その職業劇団が
。ommedi乞de11’arteの刺戟のもとに生れたものであるかどうかはさておき，
（フランスの職業劇団を発生させたものが，1570年に一イータリアから来た
。ommedia　de11’arteの一団，Ge1osi劇団であったことは周知のことであ．る。
即ち1780年まで。om6die　ita1ienneはフランス劇の欠く午からざるデ本の支
柱としてMo1iさreや，Mafivauxを生んだわけだ。イギリスの職業劇団の
発生は私にはまだ審がではないが，エリザベス女王がと。mmedia　de11’arte
の道化役ar1ecchinoのDrusiano　Martine11iを招待したこと一EncycIo・
pedia　Ita1ianaの。ommedia　de11’arte項一，イギリスの融業劇団の中心的
道化。1ownが矢張。ommedia　de11’arteなしに存在しないことなどから，
イギリス職業劇団の発生と，　その発生以前に既に存在していた。ommedia
de11’arteとの関係を考えないわけにはゆかないのではないか。）いずれにし
てもHans　Sachsのような職業劇団に劣らない作家を申しながらも，．17世
紀までのドイツの演劇は，一握りの。ommedia　eruditaを除いては，飽く
まで中世劇の伝統に立つ職人（Meistersinger）による素人芝居にすぎなかっ
たわけであるから，ドイツの職業劇団の形成は，その頃既に存在した外国の
＊SiMo　DIamiooはそのStOri3del　teatro　dr仰matic日IIの第3章Commo中a　de1Parteの項
　に妬いて，Com皿edia　dell’arteとローマ劇との連続性を否定している。
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職業劇団（イギリース，一オラーンダ，フランス，一イータリブ）の巡業をまたねばな
らなかった。『巡業劇団の劇J’ﾌF1e血mingの序文二特にその5節「歴史一
一的発展」と，Kirschne士の『英国喜劇団の劇』のW．Crもi乞6nachの序文と
によって，その形成を略記すれば，既に1496年，’156富年に，イギリース，」フラー
ンスに先だって。6mm6dia　de11’arteがオーストリアに来演・しているが，そ
れはあIくまで宮廷で上演しただけなので，本当の影響を与え一る外国劇団の来
演はやば一り1592年の良。bert　Brownの英国喜劇団を構矢とする。英国喜劇
団について注目すべきことは，かれらカミLand富raf・Moritz　von　Hessenや
Herzog　He1nrich　Ju1ius　von　Bramschweig’等の宮廷を基地として，その
宮廷の紹介状を一もって広くドイツ国内を巡業してまわった一ことである。例え
ばBro耐nは1598年から1607年にかけて南西ドイ・ツの諸都市を殆んど到づ
ぶしに巡業している。Frankfurtを基地に，北はK61n，南はStraBburgま
更にHeide1bergをこえて，Niimberg，Augsburg，U1m。更に注目すべき
ことはそのような諸都市の巡業によって，かれらか接したのは宮廷そはな
くて，広いドイツの民衆であったとしぺうことだ。1607年にBrownがドイツ
を去る’ﾆ，その後釜にすわったのがJoh．Green一ﾅある。更に1604年には
John　Spencerが来ている。囲み。に道化としては。Brown二座ではThomas
Sackevi11eがJan　Bousetを演じ，SpencerはStockisch．を演じ，1631年
Green一座の座長になったRobert　Reino1dはPicke1h査ringをつくった。
三十年戦争以後は前述の通り，次第に英国喜劇団はドイツ人を補充し，やが
ては一Sくドイツ人によって編成されるようになったわけである。ということ
はつまりドイツあ職業劇団は全くイギリスの喜劇団によって形成されたとい
うことで一あ孔レバートリイの上ではその後フランスの巡業劇団め影響をう
けて（1671年にはMi11otのひきいる劇団カまM伽。henの宮廷にあらわれて
いる），漸くMo1iさre知，スペインのLopedeVega，Ca1derδnを加えて，
イギリス色を失ってゆく。巡業劇団の伝統はMichae1D痂ie1Treu，Car1
Andreas　Pau1sen，Joh，Ve1ten等につがれてゆき，やがて一般は新時代の
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傾向のなかにはいづてゆ一 ｭが，「オースト．リアは始めぽこの伝統から遠くに
あっ一だが・Stranitzkγの足跡に続辛・一方Jos叩h　von　Ku「z・Fe「dinand
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃Raimundに到り，他方人形芝居にとどまる」。
　巡業劇団あ演劇は，’毛の発生が英自喜劇剛と負らているだけに，・このこと
は。ommedia－de11’arteにも通じることであるが，言葉よりも身振りに頼る
傾向在有づ。二例えばShakesp6areのTitus　Andronicus（力もこの作品は
原作者の問題があるわ一けだが）≒巡業劇団のそれとを較べてみると，後者は
芸術作品のダイジ羊スト版という感じがする。即ちB1早nckversば単純な散
文にすりかえられて，ただ筋だけ年えるといった五合で，勿論犯されて，両
手と舌を切られたTitusの娘’AI1dronica（ShakespeareのLa》inia）につ
いてめOvidのThさseusとP阜i王。me1aのアリュージョンなどは省かれそ
いる。つまり言語はすっかり犠牲になっているのだ。そ一れに対して動作に対
するト書は，一合迄のドイツの素人劇には見られな。い詳細なものである。娘の
Andronicaをそのような不具にした犯人，王妃の息子He1icatesとSapho－
nus（これもShakespeareではDemet干iusとChiron）にTitusカミ復讐す
る場面（第7幕）を見れば，
　・・今や私は心にひそかに計画を考えだした，それで私はすべての私の敵
をとらえ，私の勇気を充分に味わわせてやろラ？（一人のものカ干やって来
て，鋭い小刀一と屠殺布を持ってくる，かれは屠殺するときのようにその布
をまとう。）急いで行って，止容器を持ってこい。（出てゆく・）お前はつか
まえてい一るその人殺しをここに華れてき．て，かれの喉をこっちにむけろ；。
私が切るのだから。（容器をもつ一でくる。）お前はその容器を持らてきて，
かれの喉のしたに持っていっ．て，血のすべてをそのなかにいれるのだ6
。． i長男が先ず連れてこられる，何か言おうとするが，口をおさえられる6
＊’elemmingのr巡業劇団の劇』の序文S，11。たおこのことに関しては私のrWi㎝あ民衆劇』
　参照。
珊2
Titusかれの喉を半分切る・，血が容器に流れ・血があふれ出る、と，地面、に
’ね三加されて死ぬ6）・一…・・
　つまり；こ．こではShakespearelのWort・barock・．（言葉のバロック）が，
B雌ba－ock（眼のバロック）に置きかえられているgだ。これは度々言った
よ1うに言葉に頼れない外国劇団がおのずからたどる方法で一ある・だろうし，更一
にこの巡業劇団か前述のように，．知識階級でなくて，民衆のなかに広くはい
ら一一でいったために，民衆の心をつかむため1ととった手段とも言えよう。燃し
こ．の言葉よりも，眼というショウ的傾向ぽあ．ながち巡業劇団のそのような特
性からだげく一るのでは．な．くて，むしろバ1コックという時代の一つの。特性とし
て考えられているようだ。（例えば冒頭にかかげたA．Nico11のイ．タリア・ル
ネッサンス劇の考えにしても，言語的余りにも言語的なgommedia　erudita
に対して、当時の民衆の見ナこいという溝溌たる要求が，これを棄．てて，新た
lF　Comme晦de1互’arteを生んだのだと・している・）そしてこの見たいとい
う要求が，結局17世紀後半を支配した謂わば綜合芸術ともいうべきオペラ全
盛時代を招いたのである．う。．干の見たいという当時ρ要刺㍉．専ら古代詩学
のドイツ副ヒに腐心していた，ドイツの唯一のWort・barockをあらわすシ㌔
丘＝レジアの芸術派の劇の苓かにも何らかの形で忍びこ一ま’ずにばおれなかった
とも言える。芸術派の代表Gryphiusの，崇高な言語効果をねらう悲劇，例
えばPapiniamsにおいても，．第5幕で纂奪者そある耳assianusにPapト
nianusが屈しないので・Bassianusは遂にPapianusの一草子の首を切らし・
て，その首を舞台のうえに持ってこさすところなどは，巡業劇団の流血劇の一
残虐場面に通じる一語わば見世場である。更にGryphiusの悲岬rカルデニオ
とチェリンダJ（これはLessingに対して先馬琴的意味をもつ平民悲劇である）
においても，第4幕でCardenigの心を得ようとしてCe1indeが魔女の言葉
に従っそ真夜中教会の墓場で，かって一Ce1indeを愛し・ていて，Cardenioに
殺されたMarce11oの死体から心臓を取りにゆく．場面など，Kiirschnerの一
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『Gryphius作品二集』の編者H．Pa1mはrこのような経過が観客の眼の前で
行なわれたのだ」とその序文で言っている程，やはりBi1d－bar㏄kの一つめ
例と見なされよう。
　然．し巡業劇団の見世場が，芸術派の芝居のなかにまで湊透してはいたが，
芸術派はやば・りその言語的余りにも言語的な努力においてはっ・きりと所謂
Bi1d・barockと相異を示している。生硬な訳文のように，ラテン語からまだ
充分に離れることができないで，古代詩学の修辞の重みによろめきながら進
むA1exandrinerの劇文には，自然さというもの一は全くない，あるのはイレネ
・ツサンスの人文主義的街学だけだと言えば言いすぎだろうか。巡業劇団が
B1auckversを散文にし，更に民衆の心をつかもうとして，それを身振り化
したのとは何という相異であろう・か。ここ芸術派にあっては今や吉代詩学を
nationa1iSieren一ｷるという困難な課題が果されつつあるのだ。バロック演
劇が一様に，当時の人々一 ﾌ見たいという要求に応じて著しく劇場的になりつ
つあるなかにあって，ここ芸術派の努力はむしろ等しく古代詩学を理解する
ことのできるインテリを相手に．Lesedra㎡aを作ることにあったのではない
かとすら思われ孔古代詩学においても民衆的ジャンルと規定されている喜
劇においてすら，私たちは衡学的余りに衡学的な作品に出会う。　Gryphius
の一『ホリビリクリブー 潟tァックス』な．どがそれだ。ここでは実に六ケ国語が
登場人物によって喋られる。即ちドイツ語のほかに，Horribi1i．がイタリア
語，Daradiriがフランス語，老教師Semproniusがギリシャ語とラテン語、
遂にはIsascharなるユーダア人にヘブライー黷ﾜで■喋らせている。勿論これは
衡学に対する書風刺として衡学があつかわれているわけだが，諏刺の対象がこ
のように街学的すぎるときは最早言風刺ではなくて衡学に陥る。Ktrsc㎞erの
『Gryphius作品集』一ﾉおいては特に「Horribi1i．の外国語文と表現のための
註」がも．うけられている位であるから，これは舞台のうえで一般民衆に上演
できるようなものではない筈で，謂わば喜劇のLesedramaと言っでいいの
ではないか。前述のように悲劇の崇高がSe1f－dramatizationを契機として
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法螺吹きという滑稽に転じナこように，人文主義的古代熱は街学とい・う喜劇性
に転じ得るところに矢張この時代の一特性が見られるのではないか。人女主一
義的古代熱が激しかっただけに，例えば。ommedia　de11’arteにdot士。reと
いう街学的道化が生れたのだるう。HorribiIi’の卒かの街学者Sempronius
が言うギリシヤ語；ラテン語を，無学な女御Cyri11aが一々間違らだドイツ
語に聞き違えるギャグは，Shakespeareの『ウーインザーの陽気な女房たち
（The　Merry　Wives　of　Windsor）』でも矢張街学者Ev旨nsあ。ラテン語の
レッスンを無学なMistress　Quick1yが聞違える場’（IV，I）に見られる。つ
まり街学に対する嘲笑はその頃の一つの共通の思潮であったと見ることがで．
きるのだ。
　このように，私がこの文章の始めに提出したドイツ・バロック珪劇のネ毛
の問題は，ただ単に三十年戦争という外的な理由だけではなくて，丁度A．
Neco11がイタ」リアの場合に指摘したこと，即ちCommedia　erudita（ドイ
ツの場合，シュレジアの芸術派）が余りた古代詩学に拘束されて言語的に傾
き，その当時の民衆一の見たいといラ要求に応ずることができなかったために，
一方では言語を犠牲．にして身ぶりでその要求に応じた。ommedia　de11’arte
（ドイツの場合，迎業劇団，更にオペラ）を分離的に形成させた事情に類似
しているようである。イギリスやスペインの場合は，WortbarockとBi1d－
barockが一致して育ったためにあの輝しい成功があったようである。
